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三町合同観閲式
４月29日、三八地区消防協会三戸地区消防連絡協議
会観閲式が行われました。田子町・三戸町・南部町
の消防団員が三戸中央病院周辺で勇壮な分列行進を
披露し、その後、式典及び訓練が南部町営市場で行
われました。

た
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★
施
政
方
針
に対

す
る
質
問

◎
創
遊
村
の
現
状
、
今
後
に

つ
い
て

▼
沢
口
議
員

　

指
定
管
理
に
よ
り
運
営
さ
れ

て
い
る
創
遊
村
の
収
支
や
運
営

等
現
状
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
願

い
た
い
。
ま
た
、
今
後
の
運
営

の
考
え
方
を
お
聞
き
し
た
い
。

▼
山
本
町
長

　

平
成
20
年
度
か
ら
「
大
黒
森

タ
プ
コ
プ
が
っ
こ
う
」
を
指
定

管
理
者
と
し
て
お
願
い
し
運
営

し
て
い
る
。
12
月
末
時
点
で
の

中
間
決
算
の
報
告
で
、
平
成
23

年
度
の
収
支
差
額
見
込
み
は
、

１
２
８
万
５
千
円
の
黒
字
見
込

と
の
報
告
が
さ
れ
て
い
る
。

　

施
設
管
理
の
協
定
期
間
は
平

成
25
年
度
ま
で
で
あ
り
、
26
年

度
以
降
に
つ
い
て
は
、
25
年
度

中
に
指
定
管
理
者
の
公
募
を
実

施
す
る
こ
と
と
な
る
。

　

創
遊
村
は
町
の
観
光
拠
点
と

し
て
、
今
後
も
更
な
る
有
効
活

用
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

◎
田
子
町
国
際
交
流
協
会
の

あ
り
方
を
ど
う
考
え
る
か

▼
沢
口
議
員

　

今
回
、
公
益
部
門
に
支
出
す

る
に
至
っ
た
経
緯
と
、
今
後
の

支
出
に
対
す
る
見
通
し
を
聞
き

た
い
。

　

併
せ
て
、
現
在
の
収
支
状
況

と
、
今
後
の
国
際
交
流
協
会
の

あ
り
方
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る

か
。

▼
山
本
町
長

　

平
成
22
年
８
月
に
大
手
取
引

業
者
の
撤
退
に
よ
り
収
益
が
落

ち
込
み
、
公
益
事
業
に
要
す
る

経
費
を
賄
う
こ
と
が
で
き
な
い

状
況
と
な
り
助
成
し
た
も
の
で

あ
る
。
平
成
24
年
度
以
降
の
公

益
事
業
に
つ
い
て
は
助
成
金
と

し
て
、
ガ
ー
リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

管
理
委
託
に
つ
い
て
は
、
国
際

交
流
協
会
を
指
定
管
理
者
と
し

て
委
託
契
約
を
締
結
し
、
委
託

料
で
対
応
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　

収
支
状
況
は
、
理
事
・
職
員

の
皆
様
に
引
き
続
き
経
営
努
力

を
お
願
い
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

町
と
し
て
は
、
国
際
交
流
事

業
の
こ
れ
ま
で
の
経
緯
、
実
績

等
か
ら
、
協
会
の
公
益
部
門
へ

の
支
出
を
実
施
し
て
、
今
後
と

も
引
き
続
き
国
際
交
流
事
業
を

担
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

◎
豊
か
な
心
と
生
き
る
力
を

育
む
ま
ち
へ

▼
尾
形
議
員

①
中
高
一
貫
の
充
実
に
努
め
る

と
あ
る
が
、
義
務
教
育
で
あ
る

中
学
校
に
教
員
の
加
配
を
行

い
、
中
学
生
の
基
礎
学
力
向
上

や
受
験
対
策
へ
の
取
り
組
み
に

力
点
を
シ
フ
ト
し
た
ら
ど
う
か

と
思
う
が
、
町
長
の
考
え
は
。

②
に
ん
に
く
が
縁
で
育
ん
で
き

た
国
際
交
流
事
業
に
つ
い
て

は
、
大
き
な
成
果
を
上
げ
て
き

た
と
思
う
が
、
国
際
交
流
協
会

と
の
関
わ
り
方
の
見
直
し
や
事

業
体
と
し
て
健
全
な
状
況
な
の

か
伺
う
。

▼
山
本
町
長

①
高
校
存
続
に
向
け
て
、
田
子

高
校
存
続
を
求
め
る
会
と
一
緒

に
活
動
し
、
生
徒
一
人
一
人
が

目
標
を
達
成
で
き
る
よ
う
、
今

後
も
引
き
続
き
補
助
し
応
援
し

て
参
り
た
い
。

　

教
員
加
配
に
つ
い
て
は
、
町

内
全
小
中
学
校
に
、
町
独
自
に

特
別
支
援
教
育
支
援
員
を
配
置

し
対
応
し
て
い
る
。

②
国
際
交
流
事
業
に
つ
い
て

は
、
中
高
生
の
ギ
ル
ロ
イ
市
派

遣
事
業
や
町
民
の
語
学
力
向

上
、
国
際
理
解
の
醸
成
に
も
つ

な
が
っ
て
お
り
、
今
後
も
継
続

 
平
成
24
年
３
月
定
例
会

　

３
月
９
日
か
ら
16
日
ま
で
の
８
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
た

３
月
定
例
会
で
は
、
平
成
24
年
度
の
町
長
の
施
政
方
針
が
示
さ

れ
ま
し
た
。
施
政
方
針
に
対
す
る
質
問
に
は
２
議
員
が
登
壇
し
、

創
遊
村
の
現
状
や
農
林
業
の
振
興
策
等
に
つ
い
て
町
長
の
考
え

を
正
し
ま
し
た
。

※
掲
載
は
全
文
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●山本晴美町長

●沢口博二議員

●尾形憲男議員

議会だより　

笑顔があふれる国際交流

町の観光拠点として有効活用が期待される“創遊村”
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し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
委
託

先
の
国
際
交
流
協
会
は
、
理

事
・
職
員
皆
様
の
努
力
に
よ
り
、

収
益
事
業
で
は
若
干
の
利
益
が

出
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、

引
き
続
き
経
営
努
力
を
お
願
い

す
る
。
国
際
交
流
事
業
に
お
け

る
こ
れ
ま
で
の
経
緯
、
実
績
等

か
ら
、
今
後
と
も
国
際
交
流
事

業
を
担
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

◎
い
き
い
き
と
健
や
か
に
暮

ら
せ
る
ま
ち
へ

▼
尾
形
議
員

　

歳
出
に
占
め
る
医
療
費
等
の

増
大
に
対
し
、
長
期
的
な
視
点

に
立
っ
た
対
策
は
あ
る
か
。

▼
山
本
町
長

　

高
齢
者
が
で
き
る
限
り
健
康

で
自
立
し
た
生
活
を
営
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
介
護
予
防
対

策
の
強
化
・
充
実
に
努
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

医
療
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
頼

ら
な
い
た
め
の
健
康
づ
く
り
の

取
り
組
み
と
し
て
、
特
定
健
康

診
査
事
業
や
保
健
事
業
の
推

進
、
若
年
生
活
習
慣
病
等
の
予

防
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
り
、
今
後
も
継
続
し
て
い

き
た
い
。
ま
た
、
町
民
一
丸
と

な
っ
た
健
康
運
動
の
取
り
組
み

と
し
て
「
ラ
ジ
オ
体
操
」
を
提

唱
し
た
い
。

◎
活
気
と
独
創
性
あ
ふ
れ
る

「
田
子
」
の
産
業
を
め
ざ
し

て▼
尾
形
議
員

　

当
町
の
基
幹
産
業
は
一
次
産

業
で
あ
る
と
思
う
が
、
農
林
水

産
業
の
推
進
に
お
い
て
の
最
重

要
施
策
、
そ
の
推
進
に
あ
た
っ

て
の
町
長
の
熱
意
を
お
聞
か
せ

願
い
た
い
。

▼
山
本
町
長

　

ま
ず
こ
の
冬
に
取
り
組
む
べ

き
こ
と
と
し
て
、
次
の
三
品
目

の
検
討
を
お
願
い
し
て
い
る
。

一
、
に
ん
に
く
の
セ
ン
チ
ュ
ウ

対
策

一
、
葉
た
ば
こ
の
立
ち
枯
れ
病

対
策

一
、
米
の
カ
メ
ム
シ
対
策

　

ま
た
、
農
業
従
事
者
の
高
齢

化
や
後
継
者
不
足
対
策
と
し
て

農
業
支
援
人
材
バ
ン
ク
の
検
討

や
、
葉
た
ば
こ
廃
作
に
よ
る
耕

作
放
棄
地
の
利
活
用
に
つ
い
て
、

各
方
面
と
協
議
し
方
向
性
を
定

め
て
参
り
た
い
。

　

農
業
の
六
次
産
業
化
の
研

究
・
支
援
、
農
商
工
連
携
に
よ

る
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
広
が

り
を
目
指
し
た
い
。

　

さ
ら
に
、
作
物
の
高
付
加
価

値
化
と
長
期
販
売
の
た
め
、
農

産
物
加
工
研
究
セ
ン
タ
ー
等
の

建
設
に
向
け
て
取
り
組
み
た
い
。

林
業
や
畜
産
な
ど
に
つ
い
て
も
、

現
状
と
課
題
を
整
理
し
、
情
報

収
集
に
努
め
な
が
ら
支
援
し
て

参
り
た
い
。

★
平
成
24
年
度
田
子
町
施

政
方
針
（
一
部
抜
粋
）

●
目
標
と
す
る
ま
ち
づ
く
り

・
災
害
に
強
い
町

・
明
る
く
朗
ら
か
に
、
仲
良
く

支
え
合
い
、
喜
ん
で
働
き
活
力

の
あ
る
人
々
の
ま
ち

●
重
点
施
策
に
つ
い
て

◎
豊
か
な
心
と
生
き
る
力
を
育

む
ま
ち
へ

・
幼
稚
園
・
保
育
園
と
小
・
中

学
校
の
「
縦
の
連
携
」
と
、
社

会
全
体
で
子
ど
も
た
ち
を
育
む

た
め
の
「
横
の
連
携
」
を
強
め
、

こ
れ
か
ら
の
時
代
に
適
応
で
き

る
人
材
育
成
に
向
け
て
「
確
か

な
学
力
」
の
向
上
と
、「
豊
か

な
心
」
を
育
む
「
健
や
か
な
体
」

を
育
て
る
こ
と
に
取
り
組
み
ま

す
。

・
中
高
一
貫
教
育
の
充
実
に
努

め
、「
田
子
高
校
存
続
を
求
め

る
会
」
と
連
携
を
と
り
な
が
ら

存
続
に
向
け
て
最
大
限
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。

・
韓
国
の
瑞
山
市
と
は
姉
妹
都

市
提
携
を
し
て
民
間
交
流
の
促

進
と
友
好
関
係
の
継
続
に
努
め

ま
す
。

◎
い
き
い
き
と
健
や
か
に
暮
ら

せ
る
ま
ち
へ

・
ガ
ン
検
診
や
特
定
健
診
等
を

日
曜
日
に
も
実
施
し
、
予
防
接

種
費
用
の
一
部
助
成
を
し
て
病

気
の
予
防
に
努
め
ま
す
。

・
医
療
に
つ
い
て
は
三
戸
中
央

病
院
と
連
携
を
と
り
、
診
療
所

で
は
外
来
診
療
・
在
宅
医
療
に

よ
り
疾
病
予
防
や
健
康
管
理
な

ど
包
括
的
な
医
療
の
推
進
を
図

り
ま
す
。

・
中
学
生
以
下
に
よ
る
町
内
６

医
療
機
関
受
診
の
際
の
医
療
費

を
引
き
続
き
無
料
と
し
ま
す
。

・
学
童
保
育
事
業
に
つ
い
て
は

独
立
し
た
施
設
建
設
に
向
け
て

準
備
を
進
め
る
よ
う
考
え
て
い

ま
す
。

◎
活
気
と
独
創
性
に
あ
ふ
れ
る

「
田
子
」
の
産
業
を
め
ざ
し
て

・
雇
用
対
策
と
し
て
、「
緊
急

雇
用
創
出
対
策
事
業
」
と
、
事

業
者
に
雇
用
奨
励
金
を
交
付
す

る
「
田
子
町
定
住
化
雇
用
促
進

　議会だより

園児と児童との交流会

町小・中・高合同音楽祭の様子
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議会だより　

事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。

・
大
黒
森
周
辺
や
み
ろ
く
の
滝

施
設
を
中
心
と
し
た
観
光
資
源

を
充
実
さ
せ
、
各
種
イ
ベ
ン
ト

等
へ
参
加
し
て
に
ん
に
く
を
中

心
と
し
た
町
の
特
産
品
な
ど
の

魅
力
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

・
た
っ
こ
に
ん
に
く
オ
リ
ジ
ナ

ル
品
種
の
育
種
を
進
め
、
優
良

種
子
の
安
定
供
給
に
向
け
て
町

独
自
の
増
殖
体
制
の
整
備
を
進

め
ま
す
。

・
昨
年
度
で
廃
作
さ
れ
た
農
家

へ
は
、
Ｊ
Ａ
や
県
普
及
指
導
室

等
と
連
携
を
図
り
、
農
業
所
得

の
確
保
と
耕
作
地
保
全
対
策
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◎
安
全
で
快
適
な
生
活
環
境
と

豊
か
な
自
然
を
次
世
代
へ

・
県
境
産
廃
不
法
投
棄
事
案
に

つ
い
て
、
青
森
県
側
の
撤
去
完

了
時
期
が
１
年
延
長
さ
れ
て
平

成
25
年
度
ま
で
と
な
り
ま
し
た

が
、
撤
去
作
業
は
順
調
に
進
ん

で
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
撤

去
完
了
後
の
環
境
再
生
で
も
、

両
県
の
実
施
す
る
事
業
に
連

携
・
協
力
を
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

・
水
道
事
業
に
つ
い
て
、
平
成

22
年
度
か
ら
赤
字
を
計
上
し
て

い
る
現
状
に
あ
る
た
め
、
早
々

に
近
隣
市
町
村
並
み
の
料
金
改

定
に
つ
い
て
検
討
し
、
町
民
の

皆
様
の
ご
理
解
を
得
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

◎
住
民
と
行
政
で
進
め
る
協
働

の
ま
ち
へ

・
最
も
重
要
な
財
政
運
営
課
題

で
あ
る
公
債
費
負
担
の
改
善
を

図
り
、
関
係
す
る
財
政
的
状
況

に
つ
い
て
幅
広
く
見
渡
し
た
財

政
運
営
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

・「
ま
ち
の
仕
事
帳
」
を
作
成

し
、
町
民
の
皆
様
に
行
政
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
き
、
協
働
の
理
念
の

浸
透
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

・
地
域
に
お
け
る
自
主
防
災
組

織
の
結
成
と
災
害
時
行
動
マ
ニ

ュ
ア
ル
の
作
成
を
進
め
、
周
知

さ
れ
る
よ
う
積
極
的
に
支
援
し

て
ま
い
り
ま
す
。

～明るく朗らかに、仲良く支え合い、
喜んで働き活力のある人々のまちをめざして～

はじめよう！ 町民運動
Let's Start the Citizen's Movement!

　町では、町民みんなが支え合い「人と人とのつながり」「地域のつながり」
を感じながら、“わがまち田子町”に自信と誇りを持って、安心して暮らせ
るまちをめざして、以下の４つを柱とした町民運動を展開します。

　具体的な事業内容等については、順次、広報・チラシ等でお知らせいた
します。町民みんなで一緒に取り組んでいきましょう。

問役場政策推進室　☎２０−７１１１

１．「住みよい地域づくり」
　地域での高齢者への声がけ・見守り運動や、世代間交流事業など、人と人
とのつながりを強化、地域の結束力を高め、みんなが明るく安心して暮らせ
るまちをめざします。

２．「安全安心な地域づくり」
　自治会や各関係機関と連携し、自主防災組織の育成・強化など、地域の防
災・減災・防犯・防火に向けた取り組みをおこないます。
（※今年は全自治会を対象とした防災訓練を予定しています）

３．「豊かな地域づくり」
　町内産業の活性化と内需拡大に向けた取り組みを検討し、循環型地域経済
（経済が町内で循環するしくみ作り）を推進します。

４．「健康な地域づくり」
　心身ともに健康でいきいきとした生活が送られるよう、体を動かす習慣
（ラジオ体操）、減塩、健診受診率の向上など、誰もが気軽に参加できる健康
づくり活動を推進します。

４つの町民運動

にんにく植えの様子
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消
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属
分
団
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．
青
森
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彰
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勤
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分
団
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５
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８
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▽
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）
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．
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彰

◎
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司
（
６
）

３
．
青
森
県
消
防
協
会
長
表
彰

◎
功
労
章

▽
分
団
長　

内
條
都
雄
（
５
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績
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宇
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）

◎
勤
続
章

▽
副
団
長　
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木
勉
（
本
）

５
．
三
八
地
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消
防
協
会
長
表
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紺
黄
竿
頭
綬

▽
第
８
分
団

◎
功
労
章

▽
団
長　

山
本
博
隆
（
本
）

◎
顕
功
章

▽
分
団
長　
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市
圭
三
（
２
）

▽
副
分
団
長　

簗
田
浩
良
（
５
）

▽
副
分
団
長　

大
向
正
悦
（
７
）

◎
精
績
章

▽
副
分
団
長　

椛
本
昌
彦
（
２
）

▽
部
長　

佐
野
文
治
（
１
）
▽

班
長　

岩
間
慶
記
（
６
）
▽
班

長　

澤
口
浩
三
（
７
）
▽
班
長

獅
子
内
進
之
介
（
８
）
▽
班
長

菊
地
知
代
（
９
）

三
八
地
区
消
防
協
会
三
戸
地
区

消
防
連
絡
協
議
会
長
表
彰

◎
特
別
表
彰
（
玉
落
と
し
競
技

小
型
ポ
ン
プ
の
部
３
年
連
続
優

勝
）

▽
第
５
分
団

消
防
団
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
!!

　

町
で
は
、
消
防
団
員
を
随
時

募
集
し
て
い
ま
す
。
町
内
に
居

住
ま
た
は
勤
務
す
る
18
歳
以
上

の
健
康
な
方
で
あ
れ
ば
、
ど
な

た
で
も
入
団
で
き
ま
す
。
誰
も

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ

く
り
の
た
め
、
一
緒
に
活
動
し

ま
せ
ん
か
？

田
子
の
食
文
化
を
海
外
へ

～
国
際
夕
食
会
～

　

３
月
24
日
、
ア
メ
リ
カ
の
姉

妹
都
市
ギ
ル
ロ
イ
市
で
国
際
夕

食
会
が
開
催
さ
れ
、
八
戸
農
協

女
性
部
田
子
支
部
の
田
川
和
枝

さ
ん
と
山
美
知
子
さ
ん
、
町
に

ん
に
く
国
際
交
流
協
会
の
高
舘

安
代
さ
ん
、
町
国
際
交
流
推
進

員
の
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
内
田
さ
ん

ら
４
名
が
、
３
月
22
日
か
ら
26

日
に
か
け
て
同
市
を
訪
問
し
、

田
子
の
郷
土
料
理
を
披
露
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
同
市
姉
妹
都

市
協
会
の
主
催
に
よ
る
も
の

で
、
町
が
招
待
を
受
け
参
加
す

る
の
は
今
回
が
初
め
て
と
な
り

ま
す
。

　

田
川
さ
ん
ら
は
、
ほ
と
ん
ど

の
食
材
を
現
地
で
調
達
し
、
50

食
分
の
ひ
っ
つ
み
、
炊
き
込
み

ご
飯
の
お
に
ぎ
り
、
酒
ま
ん
じ

ゅ
う
を
作
り
参
加
者
に
振
る
舞

い
ま
し
た
。

　

４
月
25
日
に
は
役
場
で
報
告

会
が
行
わ
れ
、「
酒
ま
ん
じ
ゅ

う
が
好
評
で
し
た
。
お
い
し
か

っ
た
、
よ
か
っ
た
と
声
を
か
け

ら
れ
て
感
激
し
ま
し
た
」
と
報

告
し
ま
し
た
。

ド
コ
ノ
森
で
記
念
植
樹
祭

　

５
月
８
日
、
菖
蒲
谷
地
地
区

の
ド
コ
ノ
森
町
有
林
地
で
、
ド

コ
ノ
森
地
区
環
境
公
共
推
進
協

議
会
（
大
久
保
雅
範
会
長
）
の

発
足
記
念
と
、
県
の
環
境
公
共

事
業
の
一
環
と
し
て
植
樹
祭
が

行
わ
れ
、
関
係
者
ら
50
名
ほ
ど

が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
協
議

会
は
、
地
域
の
方
々
と
一
緒
に

環
境
に
配
慮
し
た
取
り
組
み
を

考
え
、
実
施
す
る
こ
と
を
目
的

に
地
域
住
民
と
関
係
団
体
に
よ

り
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

植
樹
祭
で
は
、
大
黒
森
み
ど

り
の
少
年
団
を
代
表
し
て
、
清

水
頭
小
学
校
６
年
の
福
士
湧
太

君
と
森
崎
祐
加
さ
ん
が
、「
私

た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
自
然
に

優
し
い
責
任
の
あ
る
行
動
を
し

て
い
く
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と

誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
参
加
者
ら
は
森
林
組

合
職
員
か
ら
指
導
を
受
け
、
ナ

ナ
カ
マ
ド
と
シ
ラ
カ
バ
の
苗
木

40
本
を
植
樹
し
ま
し
た
。

ひ
っ
つ
み
を
振
る
舞
う（
左
か
ら
）

山
美
さ
ん
、田
川
さ
ん
、高
舘
さ
ん

植樹をする大黒森みどりの少年団員

田子町消防団第9分団のみなさん
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図書館情報

●歴史・伝記
▽逆説の日本史18 ／井沢元彦／

210イ
▽あんぽん孫正義伝／佐野眞一／

289ソ
●社会
▽日本の試練／櫻井よしこ／304

サ
●自然科学・医学
▽遺伝子はダメなあなたを愛して

る／福岡伸一／460フ
▽プレ更年期からのいらいら・う

つうつをすっきり／495プ
●料理・収納
▽旨塩麹のもっとおいしいレシピ

／596タ
▽狭くても、あきらめなくていい

収納のルール／597セ
●リース・花
▽季節を楽しむリースづくり／

627ヒ
▽小さな花の教科書／793サ
●時代小説
▽平清盛２／青木邦子／913ア
▽鼠、剣を磨く／赤川次郎／913

ア
▽夜鳴きめし屋／宇江佐真理／

913ウ
▽奈落の顔／高瀬川女船歌／澤田

ふじ子／913サ
▽断絶／交代寄合伊那衆異聞16 ／

佐伯泰英／913サ
●ミステリー
▽三毛猫ホームズの夢紀行／赤川

次郎／913ア
▽傍聞き／長岡弘樹／913ナ
▽十津川警部日本縦断長篇ベスト

選集17 ／西村京太郎／913ニ
▽特急ワイドビューひだに乗り損

ねた男／西村京太郎／913ニ
▽サファイア／湊かなえ／913ミ
●そのほかの小説など
▽三匹のおっさんふたたび／有川

浩／913ア
▽結婚／井上荒野／913イ
▽わたしのしくみ／夏石鈴子／

913ナ
▽バイ貝／町田康／913マ
●コミックエッセイ
▽中国嫁日記１・２／井上純一／

726イ
●ティーンズ
▽バカとテストと召還獣／井上堅

二／913イ
▽ココロコネクトニセランダム／

庵田定夏／913ア

６月は１人10冊まで貸出します
●蔵書点検休館日のお知らせ
　６月20日（水）から６月24日

（日）までは図書館蔵書点検（棚卸
し）のため休館日とさせていただき
ます（図書館おやすみカレンダー参
照）。ご不便をおかけしますがご了
承ください。
　休館日が続くため６月１日（金）
から６月17日（日）までは１人10
冊まで貸出冊数を増やします。どう
ぞたくさんの本をご利用ください。

●園芸・ガーデニングの本特集
　図書館では園芸・ガーデニングの
本を集めて展示・貸出します。図書
館の本を参考に、素敵な庭作りを楽
しみませんか？
○育てて楽しむ山野草のすべて
○寄せ植えの作り方・飾り方
○ターシャが愛した花の名前
○農家が教える家庭菜園

●平成23年度図書館統計
　図書館を利用する方、借りられる
本の冊数は、前年度より増加してい
ます。たくさんのご利用ありがとう
ございます。
▼利用登録者数　1,617人
　（平成19年度からの累計）
・児童（小学生以下）　333人
・一般（中学生以上）1,284人
▼入館者数　合計11,026人
　（前年度比＋143人）
・小学生以下　2,663人
　（前年度比−168人）

・中学生・高校生　1,621人
　（前年度比＋166人）
・一般　6,742人
　（前年度比＋145人）
▼貸出冊数　合計25,671冊 
　（前年度比＋1,031冊）
・児童書　10,126冊
　（前年度比＋950冊）
・一般書  15,545冊
　（前年度比　＋81冊）
▽曜日別
・最多ご利用曜日　土曜日
　（１日平均140冊）
・最少ご利用曜日　金曜日
　（１日平均　90冊）
▽月別
・最多ご利用月　４月
　（１日平均146冊）
・最少ご利用月　９月
　（１日平均　90冊）
▼本の予約冊数　891冊
　（前年度比−161冊）
▼本のリクエスト冊数　721冊
　（前年度比−85冊）
▼資料調査・読書相談等件数
　201件（前年度比＋85件）

図
書
館
お
や
す
み
カ
レ
ン
ダ
ー

図
書
館
の
開
館
時
間

　

水
〜
土 

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

　

日
曜
日 

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

図
書
館
休
館
日

毎
週
月
曜
日
・
火
曜
日
・
祝
日
・
第
４
木

曜
日
（
館
内
整
理
日
）

田
子
町
立
図
書
館 

☎
20
‐
７
２
２
１

６
月
の
図
書
館
行
事

▼
６
／
１
（
金
）
～
６
／
17
（
日
）

１
人
10
冊
ま
で
貸
出

▼
６
／
６
（
水
）
午
前
10
時
か
ら

赤
ち
ゃ
ん
絵
本
の
紹
介
／
せ
せ
ら
ぎ
の
郷

▼
６
／
９
（
土
）
午
前
10
時
30
分

本
の
読
み
き
か
せ
と
と
し
ょ
か
ん
ク
ラ
ブ

お
り
が
み
で
「
カ
エ
ル
」
を
作
ろ
う

▼
６
／
20
（
水
）
～
６
／
24
（
日
）

図
書
館
蔵
書
点
検
休
館
日 ▼色の濃い日が休館日です。

昨年度田子小１年生のみなさんが図書館見学しました
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公民館情報

第64回三戸郡総合体育大会のお知らせ
　６月９日（土）～10日（日）の２日間、三戸町を
主会場に第64回三戸郡総合体育大会が開催されま
す。今回、田子町は選手団総勢166名13種目に参加
する予定となっております。
　今大会は、６町村の町村対抗で全種目が行われま
す。前回大会では、相撲競技が団体戦８連覇、弓道
競技が２年ぶりの優勝で、総合で５位となりました
が、今回はさらに優勝種目を増やして、総合の部上
位入賞を目指します。
　町民皆様のご声援よろしくお願いいたします。
　日程については、次のとおりです。

いつでもチャレンジ　公民館講座のお知らせ
●ヨガ講座
▽とき　６月１日 ･15日（金）　午後７時～９時（予
定）
▽ところ　中央公民館和室
▽持ち物　バスタオル・タオル等
※動きやすい服装で参加してください。
●神楽講座
▽とき　６月８日・22日（金）午後７時～９時
▽ところ　中央公民館ホール・和室
▽対象　小中学生及び高校生
●花の寄せ植え講座
▽とき　６月９日（土）午前10時～正午
▽内容　夏に向けての花の寄せ植え
▽ところ　中央公民館　駐車場
▽受講料　1,500円（参加費、材料代込み）
▽持ち物　移植ベラ、手袋
▽申込方法　６月４日（月）までに電話で連絡をお
願いします。☎２０−７０７０
●水曜わんぱく塾
▽とき　６月20日（水）午後３時30分～（予定）
▽ところ　上郷公民館研修室
●フラワーアレンジメント講座
▽とき　６月26日（火）午後７時～９時
▽ところ　上郷公民館　研修室
▽材料代　2,000円程度
▽持ち物　花鋏・カッター等

■行事等に関するお問い合わせは、田子町教育委員会社会教育グループ（☎２０−７０７０）または
　上郷公民館（☎３３−１８１１）までお願いします。

№ 競技種目 開催場所 競技開始時刻

1 陸上競技 南部町ふるさと運動
公園陸上競技場 10日 9:30

2 バスケット
ボール 南部町民体育館  ９日 14:00

10日 9:30

3 軟式野球 サン・スポーツラン
ド三戸

 ９日 13:30
10日 9:00

4 バレーボール 三戸町民体育館 10日 9:00

5 卓　球 アップルドーム 10日 9:00

6 ソフトテニス 五戸町ひばり野公園
テニス場 10日 9:00

7 相　撲 三戸町民運動場
相撲場 10日 13:00

8 弓　道 五戸町公民館体育セ
ンター 10日 10:30

9 柔　道 三戸勤労者体育セン
ター 10日 9:00

10 剣　道 南部町立南部中学校
体育館 10日 10:00

11 サッカー 五戸町ひばり野公園
サッカー場

 ９日 14:00
10日 9:00

12 バドミントン 三戸小学校体育館 10日 9:00

13 ボウリング ゆりの木ボウル 10日 9:00

14 家庭婦人バレーボール 三戸高等学校体育館 10日 9:00

15 ゲートボール 三戸町民運動場
ゲートボール場  ９日 10:00

16 グラウンド・ゴルフ
松原公園、旧三戸北
小学校グラウンド 10日 9:30

野
菜
た
っ
ぷ
り
サ
モ
サ
を

作
っ
た
わ
ん
ぱ
く
塾

花
の
寄
せ
植
え
講
座
の
様
子
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お知らせ　

■  家屋調査について
　町では１年を通して、固定資産税の対象となる家屋
の調査を実施しております。
　新築・増築・改築（リフォーム）の家屋を対象に、
航空写真及び町内巡回にて所在の把握を実施し、現地
調査をいたします。
　現在までに、家屋の新増改築を行った後に町の調査
を受けていない物件を所有している方は、速やかに担
当課にお知らせください。また、家屋取り壊しの調査
も随時行っております。
▼対象地区　町内全域
▼調査方法
　担当職員が現地を訪問し、面積の
測定、内部構造の調査を行います。
調査終了後に家屋調査済証を貼り付
けします。
▼その他
①調査年度以前に、新増改築のあった物件が確認され
た場合は、今年度の税額が変更となります。
②面積の大小、基礎の有無により家屋ではないと判定
する規定はありませんのでご注意ください。

問役場町民課税務グループ☎２０−７１１２

■  児童扶養手当・特別児童扶養手当に
　ついてのお知らせ
●児童扶養手当
　父母の離婚などにより、父や母と生計を同じくして
いない児童を養育されているひとり親家庭等の、生活
の安定と自立を助け、児童の福祉増
進を図ることを目的としています。
　ひとり親家庭等の18歳に達した年
の年度末まで（障害をもった児童に
ついては20歳未満）の児童を監護している父または
母、あるいは養育者に支給されます。（平成22年８月
から父子家庭にも受給資格が拡大されております。）
◎支給されない場合……事実上の婚姻関係にあると

き、公的年金を受給しているとき、児童福祉施設に
入所しているとき
◎所得制限……手当を受ける人や扶養義務者の所得か

ら、手当の全部または一部が支給停止されます（事
実婚や養育費等についても正確に申告願います）。

●特別児童扶養手当
　精神または身体に障害のある児童の福祉増進を図る
ことを目的にしています。
　精神または身体に障害のある20歳未満の児童を監
護、養育する父または母か養育者に支給されます。
◎支給されない場合……児童が障害事由の年金を受給

しているとき、児童が施設に入所しているとき
◎所得制限……父母または扶養義務者の所得が一定以

上あるとき
※支給要件など、詳しくは役場福祉課（☎２０−７１１
９）まで

■  三戸地区環境整備事務組合職員募集の
　お知らせ
▼職種・採用人員　一般行政職・初級（電気）１人
▼受付期間　７月２日（月）～８月３日（金）
▼申込方法　三戸地区環境整備事務組合（三戸衛生セ
ンター）で配布する受験願書に必要書類を添えて提出
してください。
※詳細は下記までお問い合わせください。

問三戸地区環境整備事務組合　三戸衛生センター
〒039-0606　南部町大字相内字屋敷久保121-8
☎０１７８−７５−１４４９（平日：午前８時15分～午後５時）

■  第54回水道週間
　スローガン「さあ今日も　水と元気が　蛇口から」

▼期間　６月１日（金）から６月７日（木）まで

　我が国の水道は、今やほとんどの国民が利用できる
までに普及しており、健康で文化的な国民生活や様々
な社会経済活動を支える必要不可欠な生活基盤施設と
なっています。
　一方、総人口が減少に転じ、節水機器の普及によっ
て、給水収益は減少の一途をたどるとともに、事業体
職員も減少していき、水道事業の運営、経営はますま
す厳しくなっています。その反面、老朽化しつつある
施設の更新・再構築、地震等の災害対策の推進、安全・
快適な水の供給の確保等、水道に求められる水準は一
層高まっています。
　特に、昨年の東日本大震災を教訓にして、災害に強
い水道づくりや、全国の水道事業者による被災地への
広域応急給水・復旧体制整備など、災害対策、危機管
理面は、抜本的な強化が必要です。
　こうした状況を踏まえ、国民各層に対して、水道の
現状や課題について理解を深め、今後の水道事業の取
組について協力を得るために「水道週間」を設け、関係
者が連携して広報活動等を重点的に実施するものです。
　田子町水道事業でも、安全で良質な水を提供するた
め、施設の整備・老朽化の更新等を実施します。

■  クールビズ実施中
　役場では、節電・省エネに配慮して５月14日からク
ールビズ（軽装勤務）を実施しています。９月30日ま
での間、職員は効率的で涼しく過ごせる服装で事務に従
事していますので、皆様のご理解をお願いいたします。
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　お知らせ

■  無料人権相談、特設行政相談の合同相談所
　開設
▼日時　６月５日（火）午前10時～午後３時
▼場所　役場第１会議室
▼相談内容
家庭内のいざこざ、相続関係、戸籍関係、登記関係、
いじめ、借地・借家のトラブル、金銭賃借のトラブル、
その他日常生活における困りごと等
行政に対する苦情、要望等
▼相談員
　・人権擁護委員
　　午前　田沼寛子、原靖之
　　午後　川上幸子、三上佑藏
　・行政相談委員　欠端則夫
※相談内容については秘密を守ります。

■  国家公務員「税務職員採用試験」（高校
　卒業程度）のお知らせ
▼受験申込受付期間
１．インターネット申込み
　http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html
　６月26日（火）～７月５日（木）
２．郵送・持参申込み
　７月２日（月）～７月10日（火）
※詳細、申込書請求等は下記までお問い合わせくださ
い。

問人事院東北事務局☎０２２−２２１−２０２２
問仙台国税局人事第二課試験研修係

☎０２２−２６３−１１１１内線3236

■  自動車税の納期内納付のお願い
　自動車税は７月２日（月）までに、最寄りの金融機関、
郵便局またはコンビニエンスストアで納めましょう。
　納税通知書には車検の際に必要な納税証明書がつい
ています。
　自動車税を納付したときに、領収スタンプの押印を
受けますと、納税証明書としてご利用できます。車検
証と一緒に保管し紛失しないようにしましょう。

平成23年３月の東日本大震災により被害を受け、や
むを得ず解体し、抹消登録となった自動車の被災時
の所有者等が、その代替車両として新たに取得した
自動車については、申請により自動車取得税及び平
成25年度までの自動車税が非課税となります。詳
しくはお問い合わせください。

問三八地域県民局県税部納税管理課
☎０１７８−２７−５１１１　内線　２０５～２０７、３５６

■  平成24年度労働保険年度更新の手続きに
　ついて
　労働保険の年度更新（平成23年度確定保険料と平成
24年度概算保険料の申告・納付手続き）を行っていた
だく時期となりました。
　平成24年度の申告・納付期限は、６月１日から７月
10日までとなっておりますので、お早めにお近くの金
融機関・郵便局等で手続きをお願いします。

問青森県労働局総務部労働保険徴収室
　☎０１７−７３４−４１４５

■  平成24年度三戸郡福祉事務組合職員採用
　試験案内
▼職種・採用予定人員
　障害者支援施設（知的障害）の支援職員　３名程度
▼受付期間　７月11日（水）～８月１日（水）
▼申込用紙請求先
①組合事務局で直接配布します。
②郵送用封筒に「職員募集用紙請求」と朱書きし、返
信用封筒（Ａ４サイズ用封筒に返信先を明記し、１２
０円切手を貼付）を同封して、下記まで請求してくだ
さい。（７月17日必着分まで受付）
※詳細は下記までお問い合わせください。

問三戸郡福祉事務組合事務局（やまばと寮内）
〒039-1702三戸郡五戸町大字倉石中市字小渡88-2
☎０１７８−７７−３３１１

■  資源物ストックヤード（資源物保管施設）が
　４月に完成しました
　この施設は、当面、
クリーンセンターに搬
入されたごみの中から
資源物（新聞、雑誌、
缶、ビン、ペットボト
ル、ダンボールなど）
を選別して保管する施
設として活用します。

問三戸地区塵芥処理事務組合（三戸地区クリーンセン
ター）☎０１７９−２５−２１１３

写真左から田沼寛子さん、原靖之さん、
川上幸子さん、三上佑藏さん、欠端則夫さん
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●6月1日（金）
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00～午後2:00
　認知症予防教室（せせらぎの郷）午後1:30～3:30
　歯みがき教室（田子保育園）午前11:00～正午
●6月4日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00～午後2:00
●6月5日（火）
　歯みがき教室（田子保育園）午前11:00～正午
●6月6日（水）
　乳児健診（せせらぎの郷）午前9:30～11:30
●6月8日（金）
　歯みがき教室（田子幼稚園）午後2:00～3:00
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00～午後2:00
　認知症予防教室（せせらぎの郷）午後1:30～3:30
●6月11日（月）
　歯みがき教室（田子幼稚園）午後2:00～3:00
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00～午後2:00
●6月12日（火）
　若年生活習慣病予防健診
　（田子小学校）午前7:15～8:30
●6月13日（水）
　こども健診（せせらぎの郷）午前9:30～11:30
●6月14日（木）
　デイケア（せせらぎの郷）午前9:30～午後1:00
●6月15日（金）
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00～午後2:00

　認知症予防教室（せせらぎの郷）午後1:30～3:30
　歯みがき教室（田子保育園）午前11:00～正午
●6月18日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00～午後2:00
●6月19日（火）
　歯みがき教室（田子保育園）午前11:00～正午
●6月20日（水）
　個別接種（せせらぎの郷）午前9:30～10:00
●6月22日（金）
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00～午後2:00
　認知症予防教室（せせらぎの郷）午後1:30～3:30
　なるほど500キロカロリー教室
　（せせらぎの郷）午前11:00～午後1:00
●6月25日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00～午後2:00
　歯みがき教室（上郷保育園）午前11:30～正午
●6月26日（火）
　食べ物教室（田子幼稚園）午後1:30～3:00
●6月27日（水）
　個別接種（せせらぎの郷）午前9:30～10:00
●6月28日（木）
　デイケア（せせらぎの郷）午前9:30～午後1:00
●6月29日（金）
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00～午後2:00
　認知症予防教室（せせらぎの郷）午後1:30～3:30
　田子小親子面談
　（田子小学校）午後3:00～5:00

6月の主な保健・介護予防事業予定表

誕生

●野方龍
りゅうき
稀（希予志・奈緒子）／袖平

●工藤朱
あかり
里（充・香織）／上野

※（　）内はご両親、“／”のあとは行政区です

結婚
●中村光宏（夏坂）
　安保貴子（鹿角市）

お悔やみ
●佐藤花枝（96歳）川代
●川下よし（95歳）川代
●原敬次郎（79歳）杉本
※（　）内は享年、（　）のあとは行政区です

町
の
人
口

平
成
24
年
４
月
30
日
現
在

世帯数／2247（＋９）
人口／6478（＋17）
男／3110（＋17）
女／3368（±０）

（　）内は前月比です

情報スクランブル　

■
消
防
署
コ
ー
ナ
ー

　

６
月
３
日
（
日
）
か
ら
９
日

（
土
）
ま
で
の
１
週
間
『
危
険

物　

め
ざ
せ
完
封　

ゼ
ロ
災

害
』
の
標
語
の
も
と
危
険
物
安

全
週
間
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
「
危
険
物
」
に
は
、
一
般
家

庭
で
暖
房
に
使
用
す
る
灯
油
、

自
動
車
や
農
業
用
機
械
の
燃
料

と
し
て
使
用
す
る
ガ
ソ
リ
ン
、

軽
油
等
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
使
用
を
誤
る
と
火

災
や
重
大
な
事
故
に
つ
な
が
り

ま
す
。
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
に
次
の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ

う
。

○
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
や
危
険
物
が

入
っ
た
容
器
の
周
囲
に
は
、
燃

え
る
物
を
放
置
し
な
い
。

○
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
や
危
険
物
が

入
っ
た
容
器
が
サ
ビ
た
り
漏
れ

て
い
な
い
か
確
認
す
る
。

○
農
業
用
機
械
の
燃
料
や
オ
イ

ル
類
は
整
理
し
、
空
容
器
を
放

置
し
な
い
。

　
「
危
険
物
安
全
週
間
」
を
機

に
危
険
物
に
つ
い
て
理
解
し
、

快
適
で
便
利
な
生
活
を
し
ま
し

ょ
う
。

▼
三
戸
消
防
署　

田
子
分
署

■
警
察
署
コ
ー
ナ
ー

●
来
た
れ
！　

若
き
力

　

正
義
の
心

　

青
森
県
人
事
委
員
会
及
び
青

森
県
警
察
本
部
で
は
、
警
察
官

Ａ
（
男
女
と
も
）
の
採
用
試
験

を
行
い
ま
す
。

▼
受
付
期
間　

５
月
14
日
（
月
）

〜
６
月
22
日
（
金
）

▼
第
一
次
試
験　

７
月
８
日（
日
）

▼
試
験
場
所　

青
森
市

▼
受
験
手
続
き
、
そ
の
他
問
い

合
わ
せ
先

青
森
県
警
察
本
部
警
務
課
採
用

係
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
１
２

０
‐
３
３
７
‐
３
１
４

三
戸
警
察
署
☎
22
‐
１
１
３
５

●
山
菜
採
り
の
遭
難
を
な
く
そ
う

　

山
菜
採
り
を
楽
し
む
た
め
、

次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▽
入
山
は
２
人
以
上
で

▽
行
き
先
や
帰
宅
時
間
を
知
ら

せ
、
携
帯
電
話
を
携
行
す
る

▽
万
一
に
備
え
、
食
料
、
ラ
イ

タ
ー
を
持
つ

▽
入
山
前
に
地
形
、
目
印
、
目

標
な
ど
を
確
認
す
る

▽
早
め
の
下
山

▽
万
が
一
迷
っ
た
ら

・
歩
き
回
ら
な
い

・
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
音
が
聞
こ

え
た
ら
、
広
い
場
所
に
出
て
タ

オ
ル
な
ど
目
立
つ
物
を
振
る

▼
三
戸
警
察
署

　

田
子
警
察
官
駐
在
所

TCV（田子町ケーブルテレビジョン）からのお知らせ　　

◎サポートセンター　☎０１２０−５５７−７５９
　テレビの映りが悪い、一部のチャンネルが映らない、
　加入の申込・変更・廃止、ケーブルの移設などの際にご連絡ください。
◎故障受付　☎０１２０−２６２−７５０
　テレビが全く映らない、などの故障時にご連絡ください。
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編
集
後
記

　

私
事
で
す
が
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
に
乗

る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
ヘ
リ
は
驚
く

ほ
ど
速
く
飛
び
、
清
水
頭
小
学
校
か
ら

八
戸
市
民
病
院
ま
で
約
10
分
で
着
き
ま

し
た
。
ヘ
リ
に
乗
る
前
に
「
少
し
ゆ
れ

ま
す
が
、
車
酔
い
は
し
ま
す
か
？
」
と

看
護
師
の
方
に
尋
ね
ら
れ
、
身
構
え
て

い
ま
し
た
が
、
天
気
が
良
か
っ
た
の
で

大
き
く
ゆ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
ヘ
リ
の
中
に
は
医
師
、
看
護
師
、

患
者
、
付
き
添
い
の
４
名
分
の
ス
ペ
ー

ス
が
あ
り
、
大
き
な
エ
ン
ジ
ン
音
の
中

で
も
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
を
付
け
て
会
話
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
看
護
師
の
方

は
、
飛
行
中
に
も
患
者
の
容
態
を
診
て

処
置
し
、
付
き
添
い
の
私
に
ま
で
「
大

丈
夫
で
す
か
？
」
と
声
を
か
け
て
く
れ

ま
し
た
。
病
院
に
着
い
た
ら
処
置
室
ま

で
運
ぶ
用
意
が
し
て
あ
り
、
迅
速
な
対

応
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
料
金
は
無
料
で
、

ヘ
リ
に
乗
る
前
の
一
番
初
め
に
教
え
て

く
れ
ま
す
。

　

陸
路
で
は
八
戸
市
民
病
院
ま
で
急
い

で
も
１
時
間
は
か
か
り
ま
す
が
、
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
の
活
躍
で
大
幅
に
時
間
を
短

縮
で
き
、
多
く
の
人
が
助
か
っ
て
い
る

の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

（
広
報
担
当　

清
水
）

苗
札
に
か
っ
こ
書
な
る
花
言
葉 

簗
田
翠
芳
（
孝
芳
）

花
に
ま
だ
間
の
あ
る
村
の
花
見
酒 

原　

瓢
子
（
徳
造
）

落
ち
合
ふ
て
濁
り
ひ
と
つ
に
雪
解
川 

森
き
よ
し
（
清
）

耐
え
る
と
は
未
来
あ
る
事
木
々
芽
吹
く 

田
畑
幸
栄

思
い
切
り
牛
に
小
言
の
春
の
風
邪 

川
村
キ
ヱ

蒼
深
き
手
作
り
の
壷
黄
水
仙 

堀　

つ
や
子

き
ず
な
増
え
家
族
も
増
え
て
桜
咲
く 

山
本
一
枝
子

木
の
芽
和
昭
和
一
か
ら
よ
み
が
え
り 

原　

秋
月
（
菊
次
郎
）

五
年
先
見
据
え
て
選
ぶ
接
木
の
芽 

中
村
麿
也
（
忠
充
）

た
ま
さ
か
の
日
差
し
大
事
に
種
浸
す 

佐
藤
桂
水
（
善
太
郎
）

み
ろ
く
吟
社
で
は
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

タプコピアン文芸
みろく吟社（会長　簗田孝芳）

俳
句

●
雪
の
舞
い
降
る
入
学
式

４
月
６
日
（
金
）

　

朝
か
ら
時
折
激
し
く
雪
が
降

る
中
、
平
成
24
年
度
の
入
学
式

が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
担
任
か

ら
一
人
一
人
の
名
前
が
呼
ば
れ

た
後
、
櫛
引
洋
一
校
長
が
58
名

の
生
徒
の
入
学
を
許
可
し
ま
し

た
。
新
入
生
を
代
表
し
て
山
市

真
央
さ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
３
年

間
、勉
学
と
部
活
動
、社
会
奉
仕

活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ

と
を
さ
わ
や
か
に
誓
い
ま
し
た
。

●
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
・
合
同
歓
迎
会

４
月
14
日
（
土
）

　

午
前
中
の
公
開
授
業
の
後
、

今
年
度
の
事
業
内
容
や
新
役

員
、
年
間
予
算
等
を
決
め
る
Ｐ

Ｔ
Ａ
総
会
が
中
央
公
民
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

夕
方
か
ら
は
田
子
中
学
校
と

合
同
で
、
新
任
職
員
の
歓
迎
会

が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
歓

迎
会
の
最
後
は
、
恒
例
の
エ
ー

ル
交
換
で
大
い
に
盛
り
上
が

り
、
中
・
高
の
連
携
を
さ
ら
に

深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
原
稿
・
画
像
提
供　

田
子
高
等
学
校
）

学
校
の
話
題　

 

田
子
高
等
学
校

　情報スクランブル



12

広
報
た
っ
こ
２
０
１
２
年
６
月
号
（
平
成
24
年
５
月
23
日
発
行
）
通
算
第
６
３
１
号 

発
行
・
編
集
＝
田
子
町　

青
森
県
三
戸
郡
田
子
町
大
字
田
子
字
天
神
堂
平
81

電
話

 0
1
7
9
-3

2
-3

1
1
1（

代
表

）　
FA

X
 0

1
7
9
-3

2
-4

2
9
4

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

 http://w
w

w
.to

w
n.takko.ao

m
o
ri.jp/　

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
 takko

-info
@

to
w

n.takko.ao
m

o
ri.jp

［
制

作
印

刷
］

有
限

会
社

 赤
坂

コ
ピ

ー
ラ

イ
ツ

ジ
ム

はじめてのハッピーバースデイ
平成23年５月に生まれた満１歳のお友だちです。

●椛本優
ゆ め

芽ちゃん
Ｈ23.5.26

（野月・女の子）
ニッコリ笑ってみんな
を笑顔にさせてくれる
ゆめちゃん。お姉ちゃん
たちと仲良く負けない
くらい元気に育ってね。

●村田煌
こ う が

向ちゃん
Ｈ23.5.27

（西舘野・男の子）
こんちゃん誕生日おめ
でとう☆ お姉ちゃん
と仲良く、たくさん食
べてすくすく大きく
なってね。

野
球
協
会

陸
上
競
技
協
会

卓
球
協
会

相
撲
協
会

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会

ボ
ウ
リ
ン
グ
協
会

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会

弓
道
協
会

サ
ッ
カ
ー
協
会

郡総合へ向けて〜出場団体の意気込み〜

応援よろしくお願いします！

今年は、若い選手を補強し優勝を狙える
チームとなりました。『完全燃焼』『一戦
必勝』『全員野球』で17年ぶりの優勝を
目指して頑張ります。本気でやれば、田
子は強いです！！！　町民の皆さん、応援よ
ろしくお願いします。

競技種目は、シンプルですが日々
の積み重ねが記録につながります。
みなさんからの応援で目指せ自己
記録更新！

男子団体は、平均年齢50歳のチームです
が、今年は体調が良いようで上位入賞が
期待されます。女子団体は毎年あと一歩
で入賞を逃してきました。持ち前のチー
ムワークの良さで入賞を目指します。

今年も完全制覇めざして、選手一
体となって練習に励んでおります。
皆様方の応援よろしくお願いしま
す。

昨年より上を目指して頑張ります。

一投入魂。郡総合に照準を合わ
せています。

できるだけ全力を出して、上位
を目指して頑張ります。

男子は悲願の優勝と、女子は２年
ぶりの優勝を目指し頑張りたいと
思いますので、応援をよろしくお
願いします。

年々高齢化（特に男子）する中で、毎週
土曜日に後継者育成のためナイターテニ
ス教室を行っています。郡総合は年齢相
応にケガをしないように楽しみたいと思
います。

今年は優秀な会員が多数加入し、
良い結果が期待できます。まずは
団体戦２連覇を目指して頑張りま
す。

田子らしいサッカーができるようにし
たいと思います。良いサッカーができ
ることで勝ちにつながるので、まずは
楽しみ、その上で勝負していきます。


